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真実とは              主任教諭 堀越 義智 

 

あるお正月番組がＳＮＳなどのメディアに取り上げられました。概要は、「新商品をプロの料理人が評価する」

という内容の番組で、プロの料理人が担当者を傷つける行為があったということです。たくさんの人がそれを取り

上げ、その料理人の方を批判するコメントが溢れていました。 

しかし、その批判に対してこんな反論もあります。「TV には台本があり、その番組も例外ではない。その料理人

の方は台本どおりのコメントをしただけだ。」という反論です。説得力のある反論だと思います。しかし、そこに

確証はありません。どちらが正しいのかは判断するのは難しいことと感じました。  

 

道徳の相互理解をテーマにした授業で最初に『ルビンの壺』（左図）を見せました。

作品名を先に言ってしまったからか「壺に見える。」と答えた生徒が多かったのですが、

「向かい合っている2人の横顔に見える。」と答えた生徒も少なくありませんでした。

これは錯視の例ですが、ものに対する見方は人それぞれで、どちらも正しいといえます。 

この授業では、桃太郎の『鬼退治』というストーリーを人間と鬼の双方の立場で考え

てみよう、という学習活動を行いました。鬼から見れば「桃太郎が悪である。」と捉え 

るかもしれません。人間から見れば「桃太郎は英雄である。」と捉えるかもしれません。どちらが真実なのかと問

われたら、答えにくいです。世の中にはこのようなことがたくさんあると感じます。 

人間と鬼の相互理解は難しいかもしれませんが、『めでたしめでたし』を追い求めることは私たちの日々の生活

の中にもあることではないでしょうか。 

 

そう考えると、「真実とはなにか。」という問いはとても難しい問いです。ど

ちらが真実か、真実ではないかとは単純には言い切れません。「人の数だけ真実

がある。」と言えるのかもしれません。特に人間関係においてはそうだと感じま

す。対話を通してお互いが相手の立場や考えなどを認め合い、理解し合い、納得

できる結果を探していく必要があります。 

２学年の学年目標は『顔晴れ』です。生徒たちは日々の学校生活を様々な価値観の中で過ごしています。大きな

トラブルになることは少ないようですが、彼らの中に価値観の違いはあるはずです。全員の顔が晴れ渡って過ごし

ていくためには、互いを認め合い、理解し合うことが必要不可欠です。学習した相互理解の姿勢を活かし、よりよ

い人間関係を構築していけるよう、今後も指導をしていきます。 

 

２月も中旬となり、都立一般入試が近づいています。３年生にとっては踏ん張り時です。最後まで頑張りぬいて

ください。２年生もあと1年で進路決定の時期を迎えます。この時、大切になるのは情報です。 

進路についてはいろいろなところから生徒に情報が入ってきます。両親、友達、学校や塾など、メディア、模擬

試験の結果など、どれもそれぞれの立場から発せられた情報です。自分で選択した進路を歩んでいくためには、正

しい情報を得ることが大切です。学校説明会に参加したり、実際に上級学校に行ってみたり、主体的に調べたりす

るなど、自分で情報をつかむことを大切にしてほしいと思います。たくさんの情報をもとにして、自分自身で選択

した進路であれば、充実した日々を送れるはずです。それは中学校生活の「めでたしめでたし」につながります。

情報を自ら手にしていくことで、素敵な自分の物語（人生）を創っていくことを願っています。 
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南が丘通信 

教育目標 

進んで学び深く考え、積極的に行動する人 

思いやりの心を持ち、互いに協力する人 

心身ともに健康で、創造力のある人 

http://www.minamigaoka-j.nerima-tky.ed.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆今年度文化発表会について◆ 

 東京都には現在「まん延防止等重点措置」が適応

されており、本校においても練馬区のガイドライン

により、教育活動の一部が制限されています。３月

４日（金）には今年度の文化発表会が予定されてい

ますが、現在の新型コロナウイルス感染症の状況に

鑑み、残念ながら「合唱コンクールの部」を中止さ

せていただきます。 

 また、他の演目（Ｅ組発表・国語ビブリオバト

ル・英語スピーチコンテストなど）については予定

通り実施いたします。生徒はオンラインを使用し、

教室で鑑賞します。保護者の方々の観覧について

は、各発表生徒の保護者のみ参観可能とする予定で

す。詳細については、後日、生徒を通じて配布する

「第４３回文化発表会のご案内」をご覧ください。 

なお、当日の様子につきましては、記録動画を一

定期間、生徒用タブレットＰＣへ配信する予定で

す。保護者の皆様のご理解とご協力をお願いいたし

ます。 

●書き初め校内展● 
 今年も書き初めの力作が各教室に掲示されました。今年度は感染防止対策のため、「練馬区小中学校連合書

き初め展」が校内展示に代わり、国語科の選考により以下の１６名が選ばれました。（敬称略） 

●２月全校朝礼の表彰● 
【家庭学習習慣定着のための取組表彰】 

南が丘中学校の特色ある教育活動でもある 

「家庭学習習慣定着のための取組」の表彰が 

ありました。冬季休業中の家庭学習時間とテス 

ト結果が、どちらも設定目標値の８割を超えた 

生徒には認定証が与えられました。対象者は１年生２４名、２年生８名、 

３年生２６名でした。授業はもちろん、家庭内での予習や復習を大切に、 

これからも努力を重ねましょう。 

【吹奏楽部】１月２３日（日）に府中の森芸術劇場で行われた東京都中学校 

アンサンブルコンテストに、本校吹奏楽部２年生が管楽７重奏で出場し、銅賞 

をいただきました。 

 

 

 
◆東京都福祉保健局からのリーフレットを紹介します◆ 


